
広報いいで 2024/6/61

写真／全国白川ダム湖畔マラソン大会で
ゴールに向けて力走する選手たち
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03 表彰　ほか

04 安心して活き活きと暮らせる地域共生社会の実現を目指し
て

08 町内５地区の公民館・まちづくりセンターを紹介します
10 まちかど NEWS

12 地域ぐるみで鳥獣対策を

14 空き家について考える

16 「子育て世帯訪問支援事業」が始まりました　ほか

17 結婚を希望する方、これから結婚する方へ

18 令和６年度いいで黒べこまつり

19 いいで人の力をまちの力に　第23回
なぜ今脱炭素（ゼロカーボン）　第２回

20 協力隊通信　vol.51

21 「飯豊町立いいでの森学園」開校に向けて　第３回

22 健康ikiikiプラス

23 子育てファイル／７月の保健

24 住民課住民室から／国民健康保険診療所からのお知らせ

25 地域での支え合い・助け合い／町民川柳

26 あ～す発信局

27 ハローワーク飯豊町求人情報／住民課生活環境室から

28 ７月の行事予定

29 暮らしの情報／戸籍の窓／人の動き／編集後記

32 私とＳＤＧｓ～持続可能な私の取り組み～

今月の
表　紙

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

飯豊町では、SDGs 未来都市の選定を受けています。
SDGs をより身近に感じていただくために、各記事に関連する目標
のアイコンを付けています。

　表紙の題字は、後藤町長が稲穂で
自作した筆で直筆したものです。

facebook �LINEHP

プロモーション
映像

町からのお知らせはこちらから

広報いいで 目次 ６
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勢いよくスタートし、力走するランナーたち

薫
風
を
感
じ
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
疾
走

　
５
月
26
日
、
白
川
ダ
ム
湖
岸
公
園
周
辺
を
コ
ー
ス
に
、

第
42
回
全
国
白
川
ダ
ム
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
６
７
１
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
周
り
の
美
し
い
新
緑
や
爽
や
か
な
風
を
感
じ
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
５
km小
学
生
女
子
の
部
で
１
位
を
獲
得
し
た
三
澤
夢
さ

ん
（
第
一
小
）
は
「
上
り
と
下
り
が
あ
り
辛
か
っ
た
が
、

楽
し
ん
で
走
る
こ
と
が
で
き
た
。
午
後
に
は
ス
ポ
少
の
大

会
が
あ
る
の
で
こ
の
後
も
頑
張
り
た
い
」
と
疲
れ
を
感
じ

さ
せ
な
い
爽
や
か
な
笑
顔
で
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



広報いいで 2024/6/63

令和６年度「みどりの日」自然環境功労者
環境大臣表彰
舟山政男さん（手ノ子）
　５月９日、舟山政男さんが役場を訪れ、令和６年度「みど
りの日」自然環境功労者環境大臣表彰の受賞を報告しました。
舟山さんは、長年にわたって山形県自然環境保全地域に指定
されている沼ノ口湿原（手ノ子）の管理員として、巡視活動
や環境整備に尽力されてきました。受賞について「父から引
継ぎ、当たり前のこととして活動してきたので、受賞をうれ
しく思います。多くの人が興味を持って足を運んでくれたの
で、続けてきて良かったです」と受賞の喜びを語りました。

Topics 町の話題

　５月26日に行われた第42回全国白川ダム湖
畔マラソン大会の入賞者（町内在住）を紹介し
ます。
♦２km
・小学生低学年以下男子
　①長岡秀眞③金野鷹矢
・小学生低学年以下女子
　①嶋貫星奈
・小学生高学年男子
　③石井櫂
・中学生女子
　③横山未華

・高校・一般男子（39歳以下）
　①石井豪②金野伸③寒河江宏
・高校・一般女子（39歳以下）
　③鈴木栞 

・一般女子（40～ 59歳）
　②沼澤美保子③横山聖子
♦５km
・小学生男子
　①嶋貫新大②大瀧一颯③堀翔湊
・小学生女子
　①三澤夢②田林杏璃③長岡莉亜奈
・中学生女子
　③鈴木日向多
♦10km
・中学生男子
　③菅野一陽

ちょっぴり緊張した表情でちょっぴり緊張した表情で
賞状をもらう様子賞状をもらう様子

大自然の中、笑顔で走る大自然の中、笑顔で走る
参加者たち参加者たち

スポ少の仲間と入賞をスポ少の仲間と入賞を
喜ぶ様子喜ぶ様子

スタートの合図に合わせてスタートの合図に合わせて
勢いよく走り始める様子勢いよく走り始める様子
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安
心
し
て
活い

き
活い

き
と
暮
ら
せ
る

飯
豊
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

　
全
国
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
５
年
３

月
１
日
現
在
29
・
０
％
（
総
務
省
統
計

局
）
と
国
民
の
約
３・
５
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
令
和
５
年
９
月

30
日
現
在
の
総
人
口
（
住
民
基
本
台

帳
）
は
６
千
４
５
７
人
、
65
歳
以
上
は

２
千
５
７
７
人
、高
齢
化
率
は
39・９
％

と
、
約
２・
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

い
う
人
口
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
住
民
基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス
と
し

た
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
本
計
画
の
目

標
年
度
の
令
和
８
年
（
２
０
２
６
年
）

で
は
総
人
口
は
６
千
91
人
、
65
歳
以
上

は
２
千
５
４
３
人
、
高
齢
化
率
は
41
・

８
％
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
世

代
の
ジ
ュ
ニ
ア
が
高
齢
者
と
な
る
令
和

22
年
（
２
０
４
０
年
）
ご
ろ
に
高
齢
者

数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
さ
れ
る
中
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
令

和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
以
降
は
「
高

齢
者
の
急
増
」
か
ら
「
現
役
世
代
人
口

の
急
減
」
に
局
面
が
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
本
町
で
は
３
月
に
高

齢
者
保
健
福
祉
の
施
策
や
介
護
保
険
料

な
ど
を
定
め
た
「
飯
豊
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
第
９
期
飯
豊
町
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
介
護

保
険
料
が
県
内
で
一
番
高
か
っ
た
第
６

期
（
平
成
27
年
～
29
年
）
か
ら
９
年
が

経
過
し
、
こ
の
た
び
第
９
期
で
は
標

準
月
額
６
千
１
０
０
円
と
し
前
期
比

５
８
０
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
要
因
と
し
て
は
、
高
い
高
齢
化
率
を

示
し
な
が
ら
も
高
齢
者
数
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
も
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
65
歳
以
上
の
就
労
率

の
高
さ
や
健
康
意
識
の
高
さ
か
ら
「
元

気
高
齢
者
」
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
を
基
に
、
将
来
を
見
据
え

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
と
介
護

人
材
の
確
保
・
定
着
、
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
一
層
の
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
よ
り
深
化
・
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

人口ピラミッド

出典：住民基本台帳

男 3,198人

女 3,259人

総人口 6,457人

実績人口 推計人口（計画期間） 推計人口（５年ごと）

（令和５年９月30日現在）

各年９月30日
現在

人口の推移

を
目
指
し
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
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基本理念 安心して活き活きと暮らせる地域共生社会の実現

４つの基本目標
１.�生きがいづくりと社会参加を促進します

２. 健康づくりと介護予防に取り組みます

3. 地域包括ケアシステムを深化・推進します

・就労などの支援
・社会参加の促進
・生きがいのある暮らしへの支援
・地域共生社会の実現に向けた取り組みの推進

・健康づくり事業の推進
・介護予防、日常生活支援総合事業の推進
・閉じこもり予防施策の充実

・地域包括支援センターの機能強化
・地域ケア会議の推進
・在宅医療、介護連携の推進
・生活支援の充実
・認知症施策の推進
・尊厳のある暮らしの支援
・自立支援、重度化防止
・高齢者の住まいと生活
・災害や感染症対策の体制整備

・介護サービスの質の向上
・給付の適正化
・多彩な介護人材の確保および環境整備
・介護サービス内容の充実
・介護保険事業のサービス体系
・介護サービスの内容
・給付費の見込み
・保険料基準額の算出

４. 介護保険サービスの充実と適正な運用に努めます

通院・入院

医療

住まい

通所・入所 介護

活動の場の提供自治会やボラン
ティアへの参加

生活支援
介護予防

医療ケア・
サービスの提供

介護ケア・
サービスの提供

地域包括支援
センター
ケアマネージャー

地域包括ケアシステムのイメージ

町高齢者体育レクリエーション大会

らくらく筋トレ教室

町内デイサービスの様子
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所得段階 対　象　者 保険料率 保険料
（年額） 前期比較

第１段階

・m生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民
税非課税の方

・m世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円以下の方

基準額
×（0.285） 20,862円 △3,186円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円を超え120万円以下の方

基準額
×（0.485） 35,502円 △4,578円

第3段階 世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額
の合計が120万円を超える方

基準額
×（0.685） 50,142円 △5,970円

第４段階 同一世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の方

基準額
×0.9 65,880円 △6,264円

第５段階
同一世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える方
（基準額）

基準額
×1.0 73,200円 △6,960円

第６段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円未満の方 基準額
×1.2 87,840円 △8,352円

第７段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円以上210万円
未満の方

基準額
×1.3 95,160円 △9,048円

第８段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が210万円以上320万円
未満の方

基準額
×1.5 109,800円 △10,440円

第９段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が320万円以上420万円
未満の方

基準額
×1.7 124,440円 △11,832円

第10段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が420万円以上520万円
未満の方

基準額
×1.9 139,080円 2,808円＊

第11段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が520万円以上620万円
未満の方

基準額
×2.1 153,720円 17,448円＊

第12段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が620万円以上720万円
未満の方

基準額
×2.3 168,360円 32,088円＊

第13段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が720万円以上の方 基準額
×2.4 175,680円 39,408円＊

●令和６年度介護保険制度改正について
　介護保険制度の見直しにより 4 月から介護保険料が下の表のように変わりました。
　介護保険料は、飯豊町の介護サービス費用がまかなえるよう算出された「基準額」をもとに、所得に応
じて段階的に保険料が決まります。第８期計画では所得段階を９段階としていましたが、第９期計画につ
いては国の標準段階に合わせた 13 段階となります。
※皆さんの保険料は、6 月中旬に別途お知らせします。

第６期 第７期 第８期 第９期
保険料（月額） 6,895円 6,850円 6,680円 6,100円

≪保険料の推移≫
第９期計画の保険料基準額（第５段階）は 6,100 円（月額）となります

飯豊町高齢者保健福祉計画・
第９期飯豊町介護保険事業計画↓

◆問合せ先／町健康福祉課福祉室☎86-2233

保険料の基準額 （年額）73,200円
（月平均6,100円）

＝ 飯豊町介護保険給付費などの23％
飯豊町の65歳以上の方の人数

＊前期第９期との比較
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いっぷぐあが家
いぇ
は笑顔があふれています

月１回の弁当の日
この日は寿司を食べました

懐かしい歌謡曲に合わせて
体操しています

　
萩
生
地
区
に
あ
る
「
い
っ
ぷ
ぐ
あ
が

家い
ぇ

」。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集

ま
れ
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
と
、
平
成
31

年
に
空
き
家
を
活
用
し
開
所
し
ま
し

た
。
団
体
と
拠
点
名
の
「
い
っ
ぷ
ぐ
あ

が
い
ぇ
」は「
一
服
お
茶
を
飲
ん
で
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
、
気
軽

に
集
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
、
訪
問
す
る
と
中
か
ら
楽

し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
中
・
萩
生
・
黒
沢
・

添
川
地
区
の
80
代
か
ら
90
代
の
12
名
が

利
用
。
一
人
暮
ら
し
や
日
中
一
人
の
方

が
多
く
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
利
用
者
は
お

茶
を
飲
み
、
お
茶
う
け
を
食
べ
な
が
ら

談
笑
し
、
体
操
時
は
歌
を
口
ず
さ
み
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
い
っ

ぷ
ぐ
あ
が
家
会
長
の
黒
澤
哲
人
さ
ん

（
萩
生
）
は
、「
利
用
者
を
迎
え
に
行
く

と
、
今
日
は
わ
く
わ
く
し
て
い
る
と
話

し
、帰
り
に
送
っ
て
い
く
と
、楽
し
か
っ

た
の
で
回
数
を
多
く
し
て
ほ
し
い
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
」
と
笑
顔
。

　

利
用
者
は
「
毎
回
楽
し
み
」「
コ
ロ

ナ
で
近
所
と
の
お
茶
飲
み
が
な
く
な
っ

た
か
ら
う
れ
し
い
」「
似
た
年
代
な
の

で
話
し
て
楽
し
い
」
と
口
々
に
話
し
ま

し
た
。

毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る

　
　
お
茶
の
み
は
い
い
な
ぁ

地域支え合い推進員
山口陽子さん

食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て

　
　
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
で
地
域
支

え
合
い
推
進
員
で
も
あ
る
山
口
陽
子
さ

ん
。
生
活
支
援
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
、
高
齢

者
の
活
動
の
場
に
出
向
い
た
り
、
社
会

資
源
の
発
掘
や
連
携
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
取
材
し
て
特
に
記

憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
近
所
の
人
が

集
ま
り
、
歩
い
た
後
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
話
し
て
い
た
皆
さ
ん
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
な
く
て
も

で
き
る
こ
と
が
地
域
支
え
合
い
だ
と
気

付
い
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
」
と
話
し
、
今
後
は
「
今
元
気
で
集

ま
っ
て
お
茶
飲
み
し
て
い
る
だ
け
で
も

支
え
合
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
広
報
し
、
意
識
付
け
か
ら
変
え
て
い

き
た
い
で
す
。
飯
豊
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
で
い
い
ね
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
町
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
た

い
で
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

　安心して活き活きと暮らせる地域共生社会の実現という基本理念のもと、地域包括ケ
アシステムの深化・推進に向け、地域支え合いの仕組みづくりや、誰もが住み慣れた土
地で活き活きと自分らしい生活を送ることができる地域福祉力向上を推進していきます。
　今回は、地域包括ケアシステムの１つでもある「地域の居場所」を紹介します。子ど
もからお年寄りまで気軽に集まり、お茶を飲みながら楽しく過ごすことができる「いっ
ぷぐあが家」を取材しました。
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　飯豊町では、５地区の公民館・まちづくりセンターがそれぞれ地域の特色を
活かしながら、まちづくりの拠点として、地域づくりと生涯学習の推進に取
り組んでいます。“まちづくり”は住民が主体となり、住民同士が関わり合い、
住みよい郷土を作っていくことです。ぜひ皆さんからもまちづくりの提案をい
ただき、共に地域を盛り上げていきましょう。
　ここでは、令和６年度の事業計画の中から主なものを抜粋して紹介していま
す。ほかにも幅広い年齢層に合わせたさまざまな事業が計画されています。人々
が一堂に集い、楽しく学び、縁を結ぶ、学びと地域づくりの場として、ぜひ公
民館・まちづくりセンターをご利用ください。

各地区公民館の最新情報はホームページから
　                                          http://iide-kouminkan.jp

※日程や内容は発行時のものです。変更の可能性があります。

公民館・まちづくりセンターを紹介します
町内５地区の

中部地区 地域のコミュニティづくりの拠点として、住民主体の地域活動の支援と社会
教育の推進を図り、地域づくり、健康づくりを行います

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　主　な　事　業　計　画　】
対　象 事業名

〈時期〉 目的・内容

館長（併）センター所長
木村勝男（左から3番目）
地域活動推進員
渡部弘之（左から）
嶋貫　恵
巻坂　駿

小・中学生 青少年教育
〈年間〉

心豊かで「郷土愛」を持った「いいで人」育成。
心身の健康と地区住民との交流を図り、育成
会活動でのボランティアの実施などを支援

女性 婦人学級
〈年間〉

家庭教育の充実を柱に、広く婦人の教養を高
めながら生涯学習、楽しい仲間づくり、「よく
学びよく遊び」をモットーとした活動を支援

地区住民 地区文化祭
作品展示や芸能発表など各種団体の日頃の活
動を披露していただき、広く地区住民が地域
の文化・芸術への親しみを深める場とする

長生会 しろあと教室
〈年間〉

「心豊かに、健やかに」をモットーに仲間作
りを意識し、色々な事業に積極的に参加する

【　連　絡　先　】
大字萩生3548
TEL 72-2126
FAX 72-3550
tyuubuko@e.jan.ne.jp

飯豊わくわくこども園

コメリ

郵便局

至
椿

至
中

至黒沢

エルベ SHINセルカ

白椿地区 各組織・団体と連携しながら情報共有を密に行い、地域の資源や特色を生か
した生涯学習活動の充実と、地域住民の「笑顔」と「声」があふれる地域づ
くりを目指します

地区住民 世代間交流
〈年間〉

「笹巻作り」「畑のはなしすっぺ～」など、
地域に密着した事業を積み重ねることで、人
と人との繋がりが地域活性化につながるよう、
充実した学習機会を提供する

地区住民 芸術文化
〈年間〉

芸術文化に親しみながら教養を高め、文化祭、
川柳大会などを通して交流を深めていく

【　ス　タ　ッ　フ　】
大字椿1902-4
TEL 72-2242
FAX 72-3551
tubakiko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

館長（併）センター所長
鈴木廣志（中央）
地域活動推進員
川崎てい子（左から）
髙橋賢治

至添川

地区住民 社会体育
〈年間〉

健康と体力づくり、地域の連携意識高揚を目
指し、関連事業と連携した運動の日常化を目
指す

【　連　絡　先　】

小・中学生
地域で子育てをモットーに、未来を担う子ど
もたちとの体験や学び、必要な支援をするこ
とで「地元愛」の育成を図る

青少年教育
〈年間〉

GS

飯豊すくすく
こども園

あ～す

至添川

三陽電気

至
小
白
川

至
萩
生
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東部地区 心身ともに健康で豊かな人間性を育み、学ぶことを通して生きがいを見出し、探究
心と創造性を持って地域課題や生活課題の解決に向けた地域づくりを進める拠点と
してのまちづくりセンターを目指します

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字添川2955
TEL 74-2447
FAX 87-0447
toubuko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

館長（併）センター所長
小松一芳（左から３番目）
地域活動推進員
長沼文明（左から）
遠藤節子
草刈幸一

地区住民 社会体育
〈６・10・２月〉

地区内ウォーキングコースを活用した健康づ
くりと町民一人１スポーツの推進。グラウン
ドゴルフ大会や新規レクの体験教室の開催

地区住民 地域交流
〈８・10月〉

地域コミュニティの拡大と強化を図るため、
地区住民の絆をつなぐ「添川温泉ふるさと祭
り」「添川小・地区合同大運動会」「自主防災
会合同研修会」の開催

地区住民 芸術文化
〈10月〉

「読書」と「音楽」を楽しむ活動を推進する
とともに、「東部の魅力川柳大会」を新規に
開催し、文化祭における作品発表など住民参
加の機会拡大と内容の充実を図る

青少年教育小学生

「しめ飾りづくり」でのわら細工技術の伝承
活動を支援する。そば打ち体験教室を開催し、
食文化のすばらしさを学ぶ。地域学校協働活
動と連携し、多様な学びの場づくりを支援

西部地区 生涯学習活動および地域づくりの拠点施設として、各種団体の支援を図ります。ま
た、少子高齢化に伴い人口減少が進む中、地域のさまざまな諸課題に対応するまち
づくりセンターの運営に努めます

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字手ノ子2861-1
TEL 75-2111
FAX 75-2273
seibuko@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

館長（併）センター所長
髙橋　孝（左から２番目）
地域活動推進員
嶋貫正昭（左から）
金野やよい
大城由美

高齢者
女性

ふ る さ と 学
園・さわやか
クラブ〈年間〉

主体的な社会参画と生涯学習のための活動か
ら楽しい仲間作りをめざす。子どもたちとの
交流では地域文化の伝承にも努める

地区住民 社会体育
〈年間〉

日常生活の中で気軽にスポーツに親しみ、グ
ラウンドゴルフ大会などを通して、健康増進
と交流を図る

地区住民 芸術文化
各団体・個人に発表の場を提供し、創作意欲、
活動意欲を高めることで地域住民総参加のふ
るさと作りを目指す

地区住民 夕灯のつどい
公民館駐車場、歩道にある雪を利用し雪灯篭
を作り灯りをともす。各自宅で雪灯篭を作り、
一斉に点火し西部地区を灯りでつなぐ

中津川地区 生活課題に応じた学習や個性・能力の発揮を支援し、地区住民の生きがいの
ある充実した生活づくりと、まちづくりセンターとして地域の各種団体の活
動を支援します

【　ス　タ　ッ　フ　】 【　連　絡　先　】
大字上原469
TEL 77-2020
FAX 77-2121
apurekou@e.jan.ne.jp

【　主　な　事　業　計　画　】

対　象 事業名
〈時期〉 目的・内容

館長（併）センター所長
伊藤浩一郎（左から１番目）
地域活動推進員
中善寺一昭（左から）
長沼寛子
伊藤ふみ

小・中学生
中 津 川 っ 子
チャレンジク
ラブ〈年間〉

七夕、秋の散策、クリスマス会など季節ごと
の体験活動や、他地区の子どもたちや異世代
との交流事業を実施する

地区住民 文化活動
地区文化祭を開催し、地区住民や子どもたち
の作品展示・農産物展示即売会・映写会など
を通して交流の機会を設ける

地区住民 社会体育
サイクリングやモルック、バドミントンなど
のスポーツ活動の実施や、地区大運動会など
を通して健康づくりを推進する

地区内団体 地域づくり
活動支援

むらづくり協議会や婦人会、寿クラブ、はて
なの会など、地区内の各種団体の活動を事務
的な部分で支援する

至
宇
津
沢

源流の森

至岩倉

中津川診療所
ひまわり館

(旧)中津川小中

手
ノ
子
駅

手ノ子橋

至椿

至高峰至小国町

ＪＡ倉庫

至
松
原

飯
豊
橋

こどもみらい館

至国道113号

至椿

しらさぎ荘

至
長
井
市

至
松
原

添川小
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　５月15日、高峰多目的集会所において、いきいき
サロン交通教室が行われました。講話の後、白鷹町お
よび町交通安全指導員による「ユッキーあんどヨー
コ」の交通安全寸劇が上演されました。夜光反射材使
用や道路横断時の注意を巧みに方言を使って説明。参
加者は「面白くて大笑いした。毎回楽しみ
にしている。交通ルールを再確認できた」
とほほ笑みました。

　４月26日、東部地区公民館において、町産業経済
懇話会花見で飯豊を語る会が開かれました。町内産業
の現状などを町と共有し、経済の発展や問題の解決を
目指そうと企画。町内企業の代表者である会員からは
「町の豊かな森林を引き継ぐために町と企業が連携で
きることがあるのではないか」「地元の企
業が発展することで町も活気づくと思う」
などと意見が出されました。

町産業経済懇話会　花見で飯豊を語る会

豊かで住みよい町を目指して

　５月17日、旧中津川小中学校において、「花回廊よ
うざんろーど」をつくる会植樹祭が行われ、約60人
が参加しました。同会は関東に居住する主に置賜地域
出身者で組織され、平成13年から桜の苗木の寄付が
始まり、町への植栽は３回目です。嶋貫昭雄会長は「今
回植えた桜が将来地元の憩いの場になるこ
とを祈っている。花が咲く時期に見に来た
い」と優しいまなざしで桜を見つめました。

憩いの場になりますように 楽しく交通ルールを学ぶ

高齢者交通教室「花回廊ようざんろ～ど」をつくる会

まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課ＤＸ推進室まで（直通 87-0522）
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　４月28日、中津川地区において、「飯豊町・木の作
り手プロジェクト」作家による作品トークが行われま
した。１月中旬から幾度か同地区に滞在し制作活動を
行っている彫刻家の加々見太

た い ち

地さん（神奈川県）が、
制作過程などを話しました。ホオノキやブナを伐採し
た後の幹から彫り出した作品などが展示さ
れ、参加者は加々見さんの制作秘話や作品
への思いに聴き入りながら鑑賞しました。

　５月12日、飯豊少年自然の家において、春のオー
プンデーが行われ、町内外から約260人がクラフトや
アドベンチャーなどのプログラムを体験しました。キ
ラキラストーンペンダント体験では、柔らかい石を
切ったり、削ったり、磨いたりして世界に一つだけの
ペンダントを制作。完成させた児童は「家
の人と一緒に作ったのが楽しかった」とハ
ート型のペンダントを見せてくれました。

　５月４日、旧中津川小中学校において水没林マル
シェが行われました。旧中津川小中学校利活用委員会
（鈴木泉委員長）が主催し、３回目の今年は町内外か
ら28団体が出店。色々なワークショップや占い、種
まき体験などバラエティに富んだブースが並びました。
山形市から訪れた親子は「教室から聞こえ
る楽器の音のおかげか、すごく和やかな雰
囲気で癒された」と笑顔で話しました。

News 町の話題

青色防犯パトロール講習会
（町民総合センター「あ～す」）

かもしかクラブリーダー委嘱状交
付式　　　　　　　　　　（役場）

ママと赤ちゃんのサロン離乳食教室
（健康福祉センター）

水没林マルシェ 飯豊町・木の作り手プロジェクト

思い出す 懐かしい気持ち 森と彫刻作品との融合

山形県飯豊少年自然の家春のオープンデー

初めての体験にわくわく

４/26５/14 ５/８
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近
年
、
野
生
鳥
獣
が
民
家
の
庭
先
に

出
没
し
た
り
、
畑
を
荒
ら
す
被
害
、
人

身
被
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、
ク
マ
の
目
撃
件

数
が
４
月
か
ら
12
月
ま
で
に
57
件
寄
せ

ら
れ
、
23
頭
捕
獲
し
ま
し
た
。
ま
た
、

被
害
面
積
や
被
害
金
額
は
令
和
２
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
（
痕こ

ん
せ
き跡
）
情
報
や
田

ん
ぼ
を
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
は
毎

年
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
的
な
被
害
が
出
な
い
よ
う
に
、
地

域
・
学
校
・
保
護
者
・
猟
友
会
・
町
な

ど
が
協
力
し
安
全
を
確
保
す
る
取
り
組

み
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
長
引
く
対
策

に
疲
弊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
対
策
に
よ
る
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
イ
ノ
シ
シ

を
捕
獲
す
る
た
め
く
く
り
わ
な
を
設
置

し
て
も
、
捕
獲
が
想
定
以
上
に
難
し

い
」、「
講
習
会
や
視
察
な
ど
他
市
町
村

で
実
績
の
あ
る
方
に
設
置
方
法
な
ど
を

教
わ
る
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
鳥
獣
被
害

対
策
の
難
し
さ
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
町
で
は
、
電
気
柵
・
広
域
電
気

柵
の
設
置
や
、
追
い
払
い
活
動
に
対
す

（㎡）

98,548

34,700
28,522

5,3001,7101,020

野生動物による
農作物被害面積

野生動物に荒らされた子実用トウモロコシ

野生動物による
農作物被害金額 （千円）

3,689

1,518

254

1,923
1,433

1,048

◆クマ（ツキノワグマ）
・頭胴長（体長）／120～180cm
・体重／オス50～120kg
　　　　メス40～70kg
　民家の敷地内や付近の栗やクルミ、柿の木を
狙って食べに来るため、出合い頭の遭遇に人的
な被害の危険性がある。クマを近寄らせないた
めの対策には、家や畑の周りにある放棄作物を
きちんと片付けることが有効。

【町内で目撃される野生動物】 ◆サル（ニホンザル）
　野生のニホンザルは力が強く、歯も鋭いので
襲われると大けがをする可能性がある。人里に
下りてきたニホンザルがごみをあさる、民家に
侵入する、畑を荒らすといった行動をとる。む
やみにえさを与えない、近寄らないことが重要。
◆イノシシ
　学習能力や記憶力が優れており、一度侵入に
成功した場所には繰り返し出没し、農作物の被
害が深刻化する。危険な場所も把握して近寄ら
ないため、電気柵の設置などが有効。

地
域
ぐ
る
み
で
鳥
獣
対
策
を
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◆申請・問合せ先／役場農林振興課農業振興室☎87-0525・農林整備室☎87-0526

る
補
助
、
捕
獲
活
動
推
進
の
た
め
の
捕

獲
機
の
補
助
な
ど
、
国
・
県
の
事
業
も

活
用
し
な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
生
息
域
が
拡
大

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
鳥
獣
が
入

り
込
め
な
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」

意
識
を
高
め
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

鳥獣被害関係補助事業

◆�対象経費と補助金額
◇狩猟免許
　第一種銃猟免許／上限13,000円
　わな猟免許／上限13,000円
◇銃砲所持許可／上限27,000円
※m初心者講習会受講料、狩猟免許受験手数
料、銃砲所持許可申請手数料や各種免許
更新などの経費を補助します

◆�対象者／町内に住所を有する者で構成す
る組織
◆�対象経費／地域が一体となって実施する、
有害鳥獣被害防除を目的とする追払資材
（追払用花火など）の購入に要する経費
◆�補助金額／当該購入経費の1/2以内（上
限３万円）m

追払活動事業

◆対象者／町内の農業者、農業組織
◆�対象経費／イノシシによる畦畔の掘り起
こし被害が確認された場合に、被害の復
旧に要する経費（共済細目書に記載され
ている「水稲」圃場の畦畔のみ）
◆�補助金額
　300円/ｍ（１申請あたり上限５万円）
※m事前に被害箇所（全景）が写るように写
真を撮影しておいてください

畦畔被害復旧支援事業

捕獲活動助成
◆ 事業内容・補助金額（有資格者のみ）
　イノシシ　　　15,000 円／頭
　ニホンザル　　mm8,000 円／頭
　ツキノワグマmmmmm8,000 円／頭
※有害捕獲許可期間に捕獲した鳥獣のみ

【注意点】
◎m各種補助金額については、予算の都合上
調整させていただく場合があります
◎m必ず事前に役場農林振興課に相談してか
ら申し込みしてください。申込方法はそ
の際に説明します

侵入防止柵（電気柵）設置事業

狩猟免許等取得補助

【個人型】
◆�対象者／町内に住所または事業所を有す
る農業者および法人

◆�対象経費／町内の農地に設置する有害鳥
獣被害防除を目的とする電気柵の購入に
要する経費

◆�補助金額／当該購入経費の1/2以内（上
限10万円）

【広域型】
◆��対象者／町内に住所を有する農業者３戸
以上で構成される組織

◆��事業内容／町内の農地に設置する有害鳥
獣被害防除を目的とする広域電気柵の購
入に要する経費

◆�補助要件／設置面積５ha以上、電気柵
総延長1,000ｍ以上、設置段数３段以上
で組織による自主施工によるもの

◆��補助金額／148円/ｍ（１段当たり）を
上限とする

【共通】
◆�申込期限／６月28日㈮

鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

◎�

餌え
さ

に
な
る
よ
う
な
作
物
や
果
物
の
取

り
残
し
を
無
く
す

　
餌
と
な
る
屋
外
に
放
置
さ
れ
た
野
菜

や
収
穫
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
柿
な
ど
を

適
切
に
処
分
す
る
こ
と
が
、
野
生
動
物

の
出
没
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎�

里
山
と
住
宅
地
や
農
地
と
の
境
を

は
っ
き
り
さ
せ
る

　
里
山
と
人
の
生
活
圏
の
間
に
緩
衝
帯

を
設
け
る
こ
と
は
鳥
獣
の
被
害
対
策
に

有
効
で
す
。

◎�

鳥
獣
の
農
地
侵
入
を
防
止
す
る
電
気

柵
に
よ
る
対
策

　
地
域
全
体
で
実
践
す
る
こ
と
が
被
害

発
生
防
止
の
効
果
を
一
層
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
、
町
で
は
国
や
県
の

事
業
も
活
用
し
な
が
ら
必
要
と
さ
れ
る

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◎
「
わ
な
」
な
ど
に
よ
る
捕
獲
対
策

　
猟
友
会
会
員
に
捕
獲
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
捕
獲
技
術
の
向
上
に
向

け
研
修
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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人
口
減
少
、
核
家
族
化
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
全
国
的
に
空

き
家
が
増
え
て
い
ま
す
。
町
で
も
、
５
年
前

と
比
較
し
て
空
き
家
の
数
が
約
１・
５
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
に
し
て
お
く
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
国
土
交
通
省
の
調
査
で
は

「
解
体
費
用
を
か
け
た
く
な
い
」「
労
力
や

手
間
を
か
け
た
く
な
い
」
な
ど
の
消
極
的
な

理
由
の
他
、「
特
に
困
っ
て
い
な
い
」
と
回

答
す
る
所
有
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
平
成
31
年
度
に
『
飯
豊
町
空
家

等
対
策
計
画
』
を
策
定
し
、
空
き
家
の
発
生

予
防
や
利
活
用
の
促
進
、
使
用
困
難
な
空
き

家
の
除
却
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
空
き
家
の
現
地
調
査
、
国
や
県
の
基
準

を
も
と
に
状
態
の
判
定
を
し
て
お
り
、
町
で

確
認
さ
れ
て
い
る
約
２
７
０
戸
の
空
き
家
の

う
ち
、
５
割
が
使
用
困
難
、
１
割
が
倒
壊
な

ど
の
危
険
性
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
え
る
空
き
家

空
き
家
に
つ
い
て

空
き
家
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
考
え
る

　
　
　
　
　
考
え
る

画像はイメージです

　
管
理
不
全
の
空
き
家
は
急
速
に
劣
化
が
進

行
し
、
雪
に
よ
る
倒
壊
、
屋
根
材
や
割
れ
た

ガ
ラ
ス
の
飛
散
、
害
虫
の
繁
殖
な
ど
に
よ
っ

て
周
辺
住
民
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
含
め
て
、
所
有
者
は
空
き
家
を
適

切
に
管
理
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

に
沿
っ
て
、
倒
壊
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
特

定
空
家
※
の
所
有
者
に
対
し
て
「
助
言
・
指

導
」「
勧
告
」
お
よ
び
「
命
令
」
な
ど
の
行

空
き
家
問
題

政
指
導
を
行
い
、
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は

所
有
者
の
氏
名
な
ど
の
情
報
を
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
空
き
家
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
特
定
空
家
は
固
定
資

産
税
の
住
宅
用
地
特
例
か
ら
の
除
外
、
過
料

の
対
象
に
な
る
な
ど
、
処
遇
が
重
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
所
有
者
が
他
県
な
ど
離
れ
た
場
所
に
住
ん

で
い
る
場
合
、
空
き
家
の
劣
化
に
気
付
く
の

が
遅
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
対
処

が
可
能
な
う
ち
に
、
空
き
家
の
今
後
に
つ
い

て
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
使
用
可
能
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
売
買

や
賃
貸
で
活
用
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り

ま
す
。
町
で
は
「
飯
豊
町
空
き
家
等
情
報
活

用
制
度
（
空
き
家
バ
ン
ク
）」
で
空
き
家
の

所
有
者
と
利
用
希
望
者
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
す
方
が
増
え
、
地
方
へ
の
移
住
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
た
め
、
空
き
家

の
所
有
者
に
は
活
用
に
つ
い
て
前
向
き
な
検

討
を
お
勧
め
し
ま
す
。

早
め
の
対
策
を

　保安上、衛生上有害と
なるおそれがあり、景観
を損なう他、周辺の生活
環境保全のために放置す
ることが不適切である空
き家のこと。空き家の基
礎部分の沈下やひび割れ、
柱の傾斜や折れ、屋根の
変形や外壁の剥がれを始
め、ごみの放置や臭気な
ど、各種の確認事項を数
値にして総合的に判断す
る。

※特定空家とは
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◆申請・問合せ先／役場地域整備課住宅政策室☎87-0882

【空き家バンクの流れ】

空き家について相談したい方
空き家を活用したい方
空き家を除却したい方

　空き家の利活用、売買、賃貸、解体、存続など
でお悩みの方は、ぜひご相談ください。
　また、会場では、「空き家バンク制度」と「老
朽危険空き家の解体・撤去支援」についても相談
を受け付けます。
◆日時／６月16日㈰　13:30～16:00
◆会場／中部地区公民館
◆対象者／空き家・空き地の所有者または管理者
◆�対応者／県宅地建物取引業協会、全日本不動産

協会山形県本部、県司法書士会の各会員
◆参加費／無料
◆申込方法／電話で申し込み（完全事前予約制）
◆申込期限／６月11日㈫
◆�その他
・ 登記簿や固定資産税納税通知書兼課税明細書を

持参していただくと、より具体的な相談ができ
ます

・ オンライン（ZOOMなど）での相談について
はお問い合わせください

　空き家の所有者と、空き家を利用したい方をつなぐ制度です。所有者からの申請を受け、町のホームペー
ジなどで物件を紹介します。利用希望者も登録制となっており、物件の内覧までを町職員が仲介します。
※ 空き家バンクへ登録しても、その他の流通手段を活用することを妨げるものではありません
※ 空き家所有者と利用希望者のお引き合わせ後は、交渉・契約は不動産事業者を介して両者で
　行います。町は交渉・契約に携わることはできません

　老朽危険空き家の解体・撤去に関する補助対象
経費（解体撤去工事）の２分の１以内の金額を補
助します。補助金額は町内外業者の施工に関わら
ず上限100万円です。
※ 申請前に老朽危険度の判定（不良度判定）が必

要です
※工事を行う前に町への補助金申請が必要です
※ 申請期限は６月末日とします（定数に達しない

場合は随時募集）
※交付決定は７月中を目途に通知します
※ 交付決定は先着順ではなく、事前審査によって

決定する場合があります

空き家に関する無料相談会 「老朽危険空き家」解体支援

飯豊町空き家等情報活用制度（空き家バンク）

空き家に関するお知らせ空き家に関するお知らせ
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町民プール利用のご案内

◆期間／６月22日㈯～８月31日㈯
※８月13日㈫は休み
◆利用時間（12:00～13:00は昼休みです）
平日 mm9:00 ～ 15:30 学校利用

15:30 ～ 17:30 一般開放
土日祝 mm9:30 ～ 17:30 一般開放

※m学校夏休み期間中／７月29日㈪～８月19日㈪は
9:00～17:30まで一般開放です。ただし、学校
利用があるときは、コース分けして使用します

◆留意点
・プールに入るときは水泳帽子が必要です
・m利用のきまりを守り、監視員の指示にしたがっ
てください

・m気象状況などによって利用できない場合があり

ます
◆問合せ先
　町社会教育課生涯学習振興室☎72-3111
　または町民プール監視員室☎72-3581

「子育て世帯訪問支援事業」が
始まりました

　家事・育児などに対して不安や負担を抱える子
育て家庭などに訪問支援員を派遣し、家事、育児
を支援します。まずはお気軽にご相談ください。
◆対象
　飯豊町に居住する18歳未満の子どもがいる家
庭または妊婦さんのうち下記に該当する家庭
・m家事、育児に不安や負担を抱える家庭
・m支援が必要な妊婦
・mヤングケアラー（本来、大人が担うような家事
や介護を担っている18歳未満の子ども）　など

◆支援内容
　町が委託する事業所の訪問支援員が支援を行い
ます。
・m家事（食事の準備、片付け、掃除、
　洗濯、日用品の買い物など）
・m育児（授乳、食事介助、おむつ交換、着替え、
沐浴、入浴、子どもの世話など）
◆利用回数・時間帯
　１回２時間以内、１日１回まで。
　年末年始（12月29日から１月３日）を除く、
午前９時から午後５時まで。

利用世帯区分
利用者負担

利用時間　　　　利用回数
１時間あたり　　１回あたり

生活保護世帯 ０円 ０円

町民税非課税世帯
年間96時間以内 ０円 ０円

年間96時間を越えた場合 300円 190円

町民税所得割課税額
77,101円未満の世帯

年間48時間以内 ０円 ０円

年間48時間を越えた場合 600円 370円

その他の世帯 1,500円 930円

◆�利用者負担金／世帯の区分に応じて、料金が異なります

※m１回の訪問につき２時間程度の支援を基準とします
【利用料金例】その他の世帯で１回（２時間）の利用
　1,500円×２時間+930円＝3,930円／回

◆問合せ先／町健康福祉課子ども家庭健康室
　　　　　　☎86-2338

＋

　町民プールは子どもから大人まで利用できる無料の施設です。今年の開放は下記の
とおりです。皆さんのご利用をお待ちしています。
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結婚を希望する方、これから結婚する方へ
～町の結婚支援を紹介します～

　町では、町独自の結婚支援、県との共同事業を通じて、生涯のパートナーを探す方、結婚して
新生活を始める方を応援します。

　山形県と県内35市町村、事業に賛同する団体で
構成された結婚支援センター。独自のマッチングシ
ステムを利用した本人直接検索型の１対１の出会い
支援や、県内の婚活イベント・セミナーの情報発信
など、婚活を強力にサポートします。

　結婚を希望する町内在住の独身男女がパートナー
に出会うため、県内に事業所を持つ結婚相談所また
はAiナビやまがたに入会・登録する際の初期費用の
一部（初期費用の２分の１または5,000円）を支援
します。

飯豊町いい出会い応援事業

①やまがたハッピーサポートセンター
　やまがたハッピーサポートセンターが提供する
マッチングシステム。Aiによるおすすめ機能もあり
ます。
◆�登録条件／20歳以上の独身で、県内で結婚を希
望する方
◆�登録方法／ホームページから仮登録した後、オン
ライン手続きまたはやまがたハッピーサポートセ
ンターでの手続きを経て本登録
◆登録料／10,000円（２年間有効）

③Aiナビやまがた

◆申請・問合せ先／役場企画課総合政策室☎87-0521

パートナーとの出会いを応援します

　結婚して町内に住む新婚夫婦が、結婚を機に実施
する住宅リフォーム、賃貸、引っ越し等にかかる費
用の一部（最大60万円）を支援します。
◆対象者／下記すべてに該当する新婚世帯
　①m令和６年１月１日から令和７年３月31日まで
の間に婚姻届を提出し受理されること

　②m夫婦の合計所得額が500万円未満であり、夫婦
ともに婚姻日の年齢が39歳以下である

　③対象となる住宅が飯豊町内にある
　④m申請時において夫婦の少なくとも一方が対象の
住宅に入居している

　⑤m他の公的制度による家賃補助等を受けていない

②やまがた縁結びたい
　結婚を望む方を応援するボランティアの仲人で
す。県内の仲人と情報交換をしながら、サポートす
る方に見合う相手を探し、お見合いのセッティング
をします。婚活に関する悩み相談やお見合い後のサ
ポートなど、力強く婚活を後押しします。
◆�登録条件／20歳以上の独身で、山形県内での結
婚を希望する方または県内出身で県外に住む方
◆�登録方法／やまがた縁結びたいに申込連絡をし、
仲人と面談後に登録
◆�登録料／ボランティア活動なので、相談料や登録
料、紹介料などは発生しません（お見合い時の飲
食代などは自己負担）

　⑥m町に対する納入金の滞納がなく、生活保護を受
けていない。暴力団でない

◆�支援額／夫婦ともに39歳以下の世帯は最大30万
円、夫婦ともに29歳以下の世帯は最大60万円
◆�申請方法／詳細は町ホームページを確認

結婚して新生活を始める方を応援します。
飯豊町結婚新生活支援事業

飯豊町結婚新生活支援事業
　結婚して町内に住む新婚夫婦に対し、お祝い品と
して商品券３万円分を贈呈します。お祝いの品は婚
姻届を提出時に窓口でお渡しします。

◆①②③問合せ先
　やまがたハッピーサポートセンター
　☎ 023-615-8755
　https://www.dsc-yamagata.jp/
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い
い
で

い
い
で

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

黒
べ
こ

黒
べ
こ

７月６日土
11:00 ～ 14:00

どんでん平ゆり園
小雨決行

満開のゆりが咲く中、
最高級の飯豊産米沢牛
を楽しみませんか？

ま
つ
り

◆チケット
　ファミリーセット（4名分）15,000円　
◆�内容／焼肉用飯豊産米沢牛（１㎏）、野菜
セット、つや姫おにぎり付
※m飲み物はセットに付きませんので、会場内
の販売ブースをご利用ください
◆販売枚数／144セット
　※当日券の販売はありません
◆チケット販売所
　JA山形おきたま飯豊支店☎72-2121
　町観光協会☎86-2411
　めざみの里観光物産館☎86-3939
　SHINセルカ㈱☎86-3368
◆�購入方法／チケットは、直接チケット販売
所でご購入ください
　（電話での予約注文は受け付けていません）
※mチケット販売所ごとにチケットの販売数に
限りがありますのでご了承ください
◆�その他／当日はお楽しみ抽選会や米沢牛な
どの販売ブースもあります

◆�チケット発売開始
　６月10日月～
（売り切れ次第終了）

当日は飲み物の持ち込みはご遠慮ください
（会場内の販売ブースをご利用ください）

◆問合せ先
　役場農林振興課農業振興室
　☎87-0525
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23

い
い
で
人
の
力
を
ま
ち
の
力
に
！

～
輝
く
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
か
ら

　
　
　
　
　
　
指
導
者
の
道
へ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
町
民
の
方
に
活
動
や
町
へ
の

思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。
今
回
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
長
年
携
わ
っ
て

き
た
島
貫
潤
一
郎
さ
ん
（
萩
生
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
話
を
伺
っ
た
の
は
、
令
和
５
年

度
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞
の
功
労
賞
を
受

賞
し
た
島
貫
潤
一
郎
さ
ん
。
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
以
下
ス
ポ
少
）
発
足
準
備

か
ら
関
わ
り
始
め
、
40
年
以
上
に
わ
た

り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
以
下
バ
レ
ー
）
の

指
導
者
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

島
貫
さ
ん
は
、
バ
レ
ー
と
の
関
わ
り
を

こ
う
語
り
ま
す
。

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
は

好
き
で
し
た
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
得
意

種
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
１

年
時
は
野
球
、
２
年
時
は
剣
道
部
に
所

属
し
ま
し
た
。
３
年
時
に
体
育
の
先
生

に
ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
る
か
ら
バ
レ
ー
に

向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
、
バ
レ
ー
部
に

入
部
し
た
の
が
バ
レ
ー
を
始
め
た
き
っ

か
け
で
す
。
そ
の
後
、
高
校
や
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
続
け
ま
し
た
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
仲
間
と
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
県
大
会
や
都
市
対
抗
バ

レ
ー
東
北
大
会
、
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
全
国

大
会
出
場
な
ど
、
仕
事
と
家
庭
生
活
以

外
で
大
き
な
割
合
で
バ
レ
ー
に
関
わ
る

時
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
」。

　
選
手
と
し
て
多
く
の
大
会
に
臨
ん
で

き
た
島
貫
さ
ん
。
選
手
を
退
い
た
後
、

町
青
少
年
育
成
推
進
委
員
の
委
嘱
を
受

け
る
こ
と
に
。

「
委
員
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た
り
、

近
隣
市
町
の
現
状
を
参
考
に
し
た
と
こ

ろ
、
町
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

少
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
町
に
も
作

り
た
い
と
思
い
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
」。

　
準
備
と
し
て
、
第
一
小
学
校
区
内
で

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
、
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
少
林
寺
拳
法
、

卓
球
の
６
種
目
で
集
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
52
年
に
指
導
者
が
中

部
地
区
公
民
館
長
の
委
嘱
を
受
け
る
形

で
、『
わ
か
く
さ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
』

が
発
足
し
ま
し
た
。　

島貫潤一郎 さん
Jyunichiro Shimanuki 

７
月
号
に
続
き
ま
す

な
ぜ
今
脱
炭
素
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）

第
２
回

　
世
界
で
は
地
球
温
暖
化
の
進
行
や
そ

の
影
響
に
よ
る
異
常
気
象
に
よ
り
、
甚

大
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
危
機
的
な
状
況
に
向
き

合
い
、
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

先
人
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
の
豊
か
な
暮
ら
し

を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
へ
挑
戦
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け

て
、
①
「
知
る
・
学
ぶ
」、
②
「
減
ら

す
」、
③
「
創
る
」、
④
「
森
を
守
る
」

を
４
つ
の
柱
と
し
て
、
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
計
画
策
定
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減

ら
す
活
動
の
中
で
、
町
の
資
源
を
活
か

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
町
内
で

生
産
し
、
地
域
内
で
の
経
済
循
環
を
生

む
こ
と
で
地
域
活
性
化
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
次
号
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
、
国
や
県
の
支
援
を
活
用
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎�

国
（
環
境
省
）
…
脱
炭
素
先
行
地
域

づ
く
り
事
業
な
ど

◎�

県
…
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
ま

が
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
な
ど

◆ 

問
合
せ
先
／
役
場
住
民
課
生
活
環
境
室

　
☎
８
７-

０
５
１
４

地域脱炭素ロードマップ
（出典：環境省ホームページ）

ゼロカーボンの
4つの柱
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◆
田
植
え
開
始
！

　
み
な
さ
ん
が
記
事
を
読
む
こ
ろ
に
は

田
ん
ぼ
は
す
っ
か
り
青
く
な
っ
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
今
年
も
田
植
え
の

季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
田
起
こ
し
・
代し

ろ
か掻
き
と
一
連
の
作
業

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作
業
が
終

わ
っ
た
跡
を
見
て
、
未
熟
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
例
年
に
比
べ
気
温
が
高
く
、

30
度
近
い
日
も
あ
り
、
苗
の
生
育
に
も

悪
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら

は
、「
異
常
気
象
が
異
常
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
常
に
起
こ
る
も
の
と
考

え
対
策
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
さ
な
苗
が
植
え
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ

を
見
る
と
、
土
入
れ
や
種
ま
き
、
育
苗

と
頑
張
っ
て
作
業
し
た
か
い
が
あ
り
、

や
は
り
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
近
年
は
水
害
、
暑
さ
と
続
い
て

い
る
の
で
、
今
年
は
何
事
も
な
い
よ
う

に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
米
作
り
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
今
か
ら
秋
の
収
穫
を
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
始
動

　
協
力
隊
仲
間
で
あ
る
小
野
・
後
藤
隊

員
と
協
力
し
、
町
に
あ
る
資
源
活
用
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
中
津
川
の
小
屋

地
区
で
畑
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
家
畜
排
せ
つ
物
と
食
品
廃
棄

物
か
ら
作
っ
た
液
体
肥
料
を
利
用
し
た

実
証
実
験
を
始
め
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
せ
っ
か
く
何
か
作
る
な
ら

町
内
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が

ら
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

に
し
た
い
と
思
い
、
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え

付
け
と
収
穫
体
験
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
予
定
と
し
て
は
、
６
月
23
日
中
津
川

の
白
川
荘
で
昼
食
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
講

座
、
そ
の
後
に
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植

え
付
け
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
今
回
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
を
企
画
し
て
お
り
、
無
料
で
お

持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

　
不
明
点
や
参
加
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
下
記
の
連
絡
先
に
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

協力隊通信
2024.06 vol.51

武田  親祐

農業応援隊としての体験や活動内容を紹介します。
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　義務教育学校開校準備委員会（以下、「準備委員会」。）の話し合いで決まったこ
とや現在の進捗状況などをお知らせしています。今回は、主に保護者・地域部会で
調査検討してきた通学の在り方に関する内容です。

義務教育学校開校準備委員会で調査検討していること③

「
飯
豊
町
立
い
い
で
の
森
学
園
」
開
校
に
向
け
て

　
い
い
で
の
森
学
園
は
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
施
設
分
離
型
の
校
舎
で
開
校
し

ま
す
。
児
童
・
生
徒
は
、
学
年
や
地
域

別
に
、
北
学
舎
（
現
第
一
小
）・
南
学

舎（
現
第
二
小
）・中
学
舎（
現
飯
豊
中
）

の
そ
れ
ぞ
れ
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
通
学
方
法
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
３
つ
を
基
本
と
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
対
象
と
な
る
児

童
・
生
徒
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
北
・
南
学
舎
に
通
う
１
～
４
年
生
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
対
象
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
北
・
南
学
舎
と
も
に
、
学
校
か
ら
住

所
ま
で
の
距
離
が
２
ｋｍ
以
上
あ
る
児
童

は
、
春
夏
秋
冬
の
通
年
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

南
学
舎
の
場
合
、
現
手
ノ
子
小
・
現
添

川
小
校
区
の
児
童
は
、
住
所
ま
で
の
距

離
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
年
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
通
学
の
対
象
で
す
。

　
次
の
表
は
、
中
学
舎
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
通
学
の
対
象
と
な
る
児
童
・
生
徒
で

す
。

　

小
学
校
課
程
の
５・
６
年
生
で
、
現

第
一
小
・
現
手
ノ
子
小
・
現
添
川
小
校

区
の
児
童
は
、
通
年
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
と
な
り
、
現
第
二
小
校
区
の
児
童

に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
住
所
ま
で
の

距
離
が
２
ｋｍ
以
上
あ
る
児
童
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
と
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
課
程
の
７
～
９
年
生
は
、
現

飯
豊
中
学
校
の
通
学
方
法
と
同
様
と
し

ま
す
。
春
か
ら
秋
は
、
基
本
、
自
転
車

通
学
に
な
り
、
冬
は
、
徒
歩
ま
た
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス（
対
象
者
の
み
）通
学
で
す
。

　
次
に
安
全
対
策
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

特
に
、
北
・
南
学
舎
の
場
合
、
徒
歩
で

の
通
学
班
が
４
年
生
以
下
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
安
全
対
策
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
①
安
全
な
通
学
路
の
設
定
、
②
保

護
者
・
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
る
見
守

り
体
制
構
築
、
③
関
係
機
関
で
の
通
学

路
安
全
点
検
、
を
基
本
的
な
三
本
柱
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
令
和
８
年
度
の
実
際
の
運

行
計
画
に
向
け
て
、
学
校
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
や
通
学
路
な

ど
の
詳
細
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

令
和
９
年
度
以
降
は
、（
仮
称
）
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

毎
年
度
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
安

全
か
つ
効
率
的
な
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
を
計
画
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第3回

　義務教育学校についての質問はございませんか。Ｅメールでもお受けい
たします。質問の内容に、氏名・住所を添えてください。無記名の場合、
回答できないことがあります。
◆問合せ先／教育総務課義務教育学校準備室☎87―0518
　　　　　　Eメール：i-junbi@town.iide.yamagata.jp

１～４年生

通年

北学舎
・�北学舎から住所までの距離が２㎞以
上ある児童（行政区単位で対象※）

南学舎

・�現手ノ子小学校・現添川小学校区の
児童
・�南学舎から住所までの距離が２㎞以
上ある現第二小学校区の児童（行政
区単位で対象※））

５・６年生 ７～９年生

夏　季
（４月～
11月中旬）

・�現第一小、現手ノ子小、
現添川小校区の児童
・�中学舎から住所までの
距離が２㎞以上ある現
第二小校区の児童（行
政区単位で対象※）

・高峰、中津川地区の生徒
・�仮設の大巻橋を渡って通学
する必要がある生徒

冬　季
（11月中旬
～3月）

・�中学舎から住所までの距離
が3㎞以上ある生徒
・�仮設の大巻橋を渡って通学
する必要がある生徒

※m行政区単位の例：Ａ地区に住むＢさんは、北学舎から住所までの距離が1.5kであるが、
同じＡ地区には北学舎から2.0k以上の距離に住所がある家があることから、Ｂさんはス
クールバス利用の対象とする
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　健康 ikiiki ＋では、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。

今月の
テーマ

Ｈ Ｅ Ａ Ｌ Ｔ Ｈ

熱中症予防
　山形県における令和５年の熱中症での救急搬送人数は1,111人（令和
4年の約２倍）で、このうち667人（60％）が65歳以上の高齢者でした。
また、熱中症が発症した一番多い場所は「家の中」（47％）でした。毎年、
熱中症発生のピークは７月、８月ですが、近年は異常気象が増えている
ため、体が暑さに慣れてない６月から注意が必要です。しっかり予防と
対策をしておきましょう。

　高齢になると、暑さや脱水を感じにくくなり、体の
体温調整機能も低下します。のどが渇いていなくても
小まめに水分を補給し（１時間ごと
にコップ１杯程度）、暑い日は我慢せず
にクーラーなどで部屋を涼しくして過
ごしましょう。

　小さいお子さんは、汗腺の発達や体温調整機能が未
熟なため、特に注意が必要です。小まめに水分補給を
させ、体調をよく観察しましょう。また、車の中にお
子さんだけを残すことは絶対にしないでください。車
内はサンシェードをして窓を開けてい
ても、炎天下ではわずか15分で危険
レベルに達するとの報告があります。

高齢者の熱中症予防 乳幼児の熱中症予防

①�暑さを避ける！…室内では、エアコンや扇風機で温度を調整しましょう。遮光カーテン、すだれ、
打ち水を利用するのも効果的です。屋外では、日傘や帽子を着用し、日差しの強い日は日陰で小
まめに休憩を取りましょう。

②�小まめに水分を補給する！…室内でも、喉の渇きを感じていなくても、小まめに水分を補給しま
しょう。１日あたりコップ６杯（約1.2リットル）程度は必要です。また、汗をかいたときは塩
分も補給しましょう。

③�体の蓄熱を避ける！…保冷剤や氷、冷たいタオルなどで体を冷やす、吸湿性・速乾性のある通気
性の良い衣類を着用するなど、熱が体に溜まらないようにしましょう。

重症度Ⅰ度
・めまい、立ちくらみ
・筋肉痛、こむら返り
・手足のしびれ
重症度Ⅱ度
・頭痛
・気分不快、吐き気、嘔

お う と

吐
・体に力が入らない、だるい
重症度Ⅲ度
・意識がない
・呼びかけに反応するが返事がおかしい
・けいれん
・手足の運動障がい（まっすぐ歩けないなど）
・体が異常に熱い

・mエアコンが効いている室内や日陰など涼しい場所へ
移動しましょう
・水分、塩分、経口補水液などを補給しましょう
・m衣服をゆるめ、体を冷やして体温を下げましょう（首
の周り、脇の下、足のつけ根前面を冷やすと効果的
です）

・m意識がもうろうとしている、返答がおかしい、自力
で水が飲めない（吐き気がある、吐いた）などの症
状が見られたら、すぐに救急車を呼んでください
※m意識がはっきりしていない時に、無理に飲み物を飲
ませるのは危険です。

◆問合せ先／町健康福祉課子ども家庭健康室☎86-2338

足のつけ根 脇の下 首の周り

軽症

重症

熱中症の症状と応急措置

◎熱中症予防◎
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こどもみらい館の予定表

●子育て支援センター（こどもみらい館）☎74―2305����
開館日／月曜日から土曜日　休館日／日曜日、祝日
利用時間／ 9:30 ～ 16:30

（６月の日程）

◆問合せ先
　町健康福祉課子ども家庭健康室☎86-2338

令和６年度の日程はこちら→

　町内に在住の方で、小学校入学前のお子
さんの写真掲載を希望される方は、メール
（iide-info@town.iide.yamagata.jp）に
名前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先
　役場企画課DX推進室
　☎87―0522�

６月11日㈫m10:00 ～保健師講話
　　25日㈫m10:00 ～タッチケア・七夕アート
　　29日㈯m10:30 ～あそびの広場

　６月は雨が多い時期ですが植物たちにはめぐ
みの雨。ケロケロケロとカエルの賑やかな声が
聞かれるようになりました。暑かったり涼し
かったりですが、皆さんお元気ですかm。これ
からは、春から夏へと気候が大きく変化し、体
調を崩しやすい時期でもあります。お子さんの
健康管理には十分注意していきまょうm。
　今月は、赤ちゃんのタッチケアや保健師講
話を予定しています。どうぞご参加くださいm。
お待ちしています。

ごとうmはるとmくん かんのmそうまmくん

◎４カ月児・９カ月児健診
◆日程／７月19日㈮
◆受付／13:00～13:15
◆対象者／４カ月児／�令和６年２月・３月生まれ
　　　　　９カ月児／令和５年９月・10月生まれ
◆場所／健康福祉センター
※m対象者へ約１カ月前に健診の案内を郵送します
◎3歳児健診
◆日程／７月18日㈭
◆受付／13:00～13:15
◆対象者／令和２年10月・11月・12月生まれ
　　　　　令和３年１月生まれ
◆場所／健康福祉センター
※m対象者へ約１カ月前に健診の案内を郵送します

乳幼児健診

　９日は救急隊員を招いて、乳幼児の窒息時の対
応や心肺蘇生の方法を学びます。パパママはもち
ろん、お孫さんのお世話をしている祖父母の方も
ぜひご参加ください。
◆日程と場所
　７月９日㈫m救急講座（こどもみらい館）
　７月23日㈫m発達講座（こどもみらい館）
◆時間／10:00～11:30
※m自由参加、参加費無料

ママと赤ちゃんのサロン

◆日程／７月4日㈭　◆受付／13:00～13:20
◆対象者／①令和３年２・３・11・12月生まれ
　　　　　②令和4年１～4・８・９月生まれ
　　　　　③令和５年２・３・６・７月生まれ
◆場所／健康福祉センター
◆料金／無料
◆�持ち物／母子健康手帳、仕上げ用歯ブラシ
※m自由参加。対象月以外でも受診可能です
※m受付時間より早く来られた方は、受付時間まで
車でお待ちください

幼児歯科健診（フッ素塗布）
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◆国民健康保険診療所（椿）�☎72-2300 ◆付属中津川診療所�☎77-2330

※空欄は休診です

国民健康保険診療所

７月の診療予定・担当医師

月 火 水 木 金 土 日
１日 ２日 3日 ４日 ５日 ６日 ７日

午前 髙木 髙木 山口 髙橋(潤) 髙木
午後 髙木 髙木 髙木

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日
午前 髙木 髙木 山口 髙橋(祥) 髙木
午後 髙木 髙木 髙木

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
午前 (祝日)

髙木 山口 髙橋(潤) 髙木
午後 髙木 髙木

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
午前 髙木 髙木 山口 髙橋(祥) 髙木
午後 髙木 髙木 髙木

29日 30日 31日
午前 髙木 髙木 山口
午後 髙木 髙木

月 火 水 木 金 土 日
１日 ２日 3日 ４日 ５日 ６日 ７日

午前 伊藤 豊野 豊野
午後

８日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日
午前 伊藤 豊野 豊野
午後

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
午前 (祝日)

豊野 豊野
午後

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日
午前 伊藤 豊野 豊野
午後

29日 30日 31日
午前 伊藤 豊野
午後

○m水・木曜日の午後は、訪問診療などのため休診です
○m小児の予防接種は、月・火・金曜日の午後4時から行い
ます。ワクチン手配の都合上、事前に予約してください
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30　午後�1:30 ～ 4:00

〇診療は月・水・金曜日の午前です
○m小児・高齢者の予防接種は、ワクチン手配の都合上、
　事前に予約してください
【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30

住民課
     住民室から

お知らせ

◆問合せ先／役場住民課住民室☎87-0511

○身・○親�医療証の更新のお知らせ
手続きをお忘れなく！

　現在、「重度心身障がい（児）者医療証」および「ひとり親家庭
等医療証」をお持ちの方は、有効期限が６月30日になっていま
す。以前申請された方について再判定後、該当者には事前に通知
しますので、下記のいずれかの会場で更新手続きを行ってくださ
い。なお、持ち物については事前に送付する通知書をご覧ください。

　上記の日程で都合の合わない方は、６月21日㈮以降に、役場住民課住民室での手続きとなります。
※m役場住民課では、毎週月・金曜日に窓口の延長を実施しています。当日の13:00までに申し込みをすること
で、18:30まで受付が可能です

◎ひとり親家庭等医療について、未婚のひとり親家庭の方も対象になる場合があります。お問い合わせください。

期　日 時　間 場　所

６月18日㈫
10:00 ～ 11:00 ひまわり館
13:00 ～ 14:30 西部地区公民館

６月19日㈬
９:30 ～ 10:30 中部地区公民館（中地区の方）
10:30 ～ 12:00 中部地区公民館（黒沢地区の方）
13:30 ～ 15:00 中部地区公民館（萩生地区の方）

６月20日㈭
９:30 ～ 11:30 東部地区公民館
13:30 ～ 15:00 町民総合センター「あ～す」

　館内の混雑を避けるため、
対象地区の時間帯にお手続き
くださいますようお願いしま
す。
　６月18日㈫、19日㈬、20
日㈭は、役場での医療証更新
はできませんのでご了承くだ
さい。
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　「ほのぼのサロン」は、高齢者の生きがい支援として、
平成７年から町が実施しています。自宅から歩いてい
ける公民館に週１回集まり、軽体操やゲーム、手芸や
お茶飲みなどをして楽しく過ごすものです。
　支援を行うのは、飯豊シルバーサポート会の皆さん。
参加者と一緒になって安全に楽しく活動しながら、身
体機能の維持向上や、認知症予防などのサポートをし
ています。
【ほのぼのサロンの効果】
☆�効果①生きがいづくりができる
　週１回、仲間と楽しい時間を過ごすことで生活意欲
が高まり、精神的な張り合いが生きがいにつながって
いきます。

☆効果②自分の健康に関心を持てるようになる
　血圧測定や健康チェックなどの保健指導によって、
自分の健康について関心を持てるようになります。健
康を意識した生活を送れるようになると、仲間同士で
お互いのことを気にかけ合うようになり、見守りの効
果も生まれます。
　ほのぼのサロンは、今年度から「健康♡元気いいで
町ポイント事業」の対象事業に追加されました。仲間
とつながる楽しみやポイントを貯める喜びを感じなが
ら“みんなで伸ばそう健康寿命”
を合言葉に、生きがいを見いだし
社会参加していきましょう。

◆問合せ先／（社福）飯豊町社会福祉協議会☎72-3353
　　　　　　町健康福祉課福祉室☎86-2233

地域での
支え合い・助け合い

第26回地域支え合い推進員通信
できることから
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舩
山　

千
枝
子

安
部　

洋
一

土
田　

達
雄

田
舎
っ
子
（
雅
号
）

あ
る
ご
ん
（
雅
号
）

マ
リ
リ
ン
の
マ
マ（
雅
号
）

石
井　

賢
一

小
池　

忠
三

髙
橋
（
雅
号
）

ヱ
ビ
ス
屋
（
雅
号
）

長
谷
部　

夫

樋
口　

忠
夫

心
愛
（
雅
号
）

芋
煮
作
り
８
年
目（
雅
号
）

長
岡　

秀
雄

菅
野　

静
子

～町内で活動している個人、団体についてご紹介します～

ほのぼのサロン
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町民総合センター「あ～す」
◦休館日／毎週月曜日、祝日、年末年始
「あ～す」図書室
◦開館時間：㈫～㈰　９:00 ～ 17:00
　（延長期間中は日曜を除いて 19:00 まで開館）
◦問合せ先／☎72-3111

今 月 の 展 示 コ ー ナ ー

　梅雨、夏至とおうち時間もふ
える６月。
　音楽を聴いてゆっくり休むの
はいかがですか？　今月は、音
楽の本を用意しました。ぜひ図
書館に足を運んでください。

今月のおすすめの本
一般図書 成瀬は天下を取りにいく

宮島m未奈／著　出版／新潮社

　中２の夏休みの始まりに幼馴染の成瀬
がまた変なことを言い出した。コロナ禍、
閉店を控える西武大津店に毎日通い、中
継に映るという。さらにはM-1mに挑み、
実験のため坊主頭に…。『小説新潮』掲
載に書き下ろしを加え書籍化。

あなたの言葉を
辻村m深月／著　出版／毎日新聞出版

　あの時、のみこんだひと言。いま感じ
ている気持ち。その言葉はいつか必ず、
あなたを助けてくれる。作家・辻村深月
が自らの体験を元にまっすぐに語りかけ
るエッセイ集。『毎日小学生新聞』連載
を単行本化。

新　着　図　書

❖❖❖　今月の展示コーナー　❖❖❖

新　着　児　童　書

なれのはて

図解いちばんわかりやす
い耳鳴り・難聴の治し方

加藤mシゲアキ／著
出版／講談社

坂田m英明／著m
出版／河出書房新社

ゆすってごらん
りんごの木

アンパンマンとみみ
せんせい

ニコ・シュテルンバウム
／さく　中村m智子／やく
出版／サンマーク出版

やなせたかし／作・絵m
出版／フレーベル館

夏至の音楽祭「フェット・ド・ラ・
ミュージック」を開催します

　“音楽からのまちづくり”をコンセプトに、誰もが
気軽に音楽に触れ親しむことを目的として、フェッ
ト・ド・ラ・ミュージックを開催します。
　１年の中で最も日の長い夏至の日に「全ての人々が
音楽に親しんで一日を楽しめるように」という願いの
もと、世界170カ国以上で開催されているものです。
　当日はホワイエをカフェとして開放しますので、
ゆったりと音楽に触れる時間をお過ごしください。
　楽器の持参、歌やダンスなども大歓迎です。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
◆日時／６月22日㈯m10:00 ～ 15:00
◆会場／町民総合センター「あ～す」多目的ホール内　
※入場無料
◆�内容
　普段はなかなか触れることのできないような楽器の
展示をします。
　自由に触れて、演奏して、音楽をお楽しみください。
◆問合せ先
　町民総合センター「あ～す」☎72-3111

児童図書
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事業所名 職　　種 雇用
形態

樋口建設㈱

土木施工管理技士、建築施工管理技
士（建築技士）、土木作業員（土木、
建築施工管理技士候補）
【大卒採用】
作業員（土木・建築施工管理技士候
補）

正

㈲三立 プラスチック成型品のバリ取り・面
取りおよび表面処理 正

ふじかわ農園 農作業員（野菜） パ

㈱田中屋 販売員、食肉加工 正

㈱デンソー山形 技能職 正

中津川バイオマス㈱ 大型トラックの運転手（急募） 正

舟山農園 農作業補助業務 パ

サンリット工業㈱
製造オペレーター（飯豊PC工場）
【大卒採用】
技術系・生産系総合職

正

豊川建設㈱

重機運転手（有資格者）（見習い）、
普通作業員（見習い可）、（60才以
上限定）、（土木・建築・他）、土木
技士・建築技士（有資格者）

正・パ

㈱飯豊ながめやま牧場 牛の飼育管理 正

㈱コメリ
新潟ストアサポートセンター 販売員（アルバイト・準社員） パ

ハ　ロ　ー　ワ　ー　クハ　ロ　ー　ワ　ー　ク
飯　豊　町　求　人　情　報飯　豊　町　求　人　情　報

　飯豊町内のハローワークの求人情報
を掲載します。
◇m令和６年4月１日以降に登録された
令和６年５月10日現在の町内求人
情報を掲載しています。雇用の状況
により、募集が停止されている場合
があります。
◇事業所によっては複数の職種の募集
　がありますが、掲載枠の関係上、一
　部省略しています。
◇雇用形態は、正＝正規社員、パ＝パー
ト労働者で表記しています。
◇m詳しくは、町ホームページかハロー
ワーク長井にお問い合わせください。
◆問合せ先
　ハローワーク長井☎84-8609
　役場商工観光課産業連携室☎87-0569

　町では年に１回、ふだんのごみ回収に出すことがで
きない大型ごみの回収申し込みを受け付けます。申し
込み方法などは以下のとおりです。
◆受付期間と回収日
①中、萩生、黒沢、添川
・受付期間／６月17日㈪～28日㈮
・回収日／７月８日㈪～12日㈮
②椿、松原、小白川、手ノ子、高峰、中津川
・受付期間／６月10日㈪～21日㈮
・回収日／７月１日㈪～５日㈮
◆料金・支払方法
　品目によって料金は異なります。金額については申
し込みの際にご確認ください。
　後日、料金や回収日を記載したはがきを送付します
ので、料金分の粗大ごみ用証紙を購入し、処分する物
に貼付して回収日当日に出してください。

【法律の定めなどにより回収できないもの】
・テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・乾燥機、エアコン
→m家電リサイクル法の対象品目です。お買い上げの店
舗などにお問い合わせください

・農機具、農業用ビニール、農業用資材、建築資材など
→m産業廃棄物のため、販売業者などにお問い合わせく
ださい
・ガスボンベ、消火器、タイヤ、バッテリーなど
→ クリーンセンターでは処理が困難なため、回収でき
ません。お買い上げの店舗などにお問い合わせくだ
さい
　
　ホームページにも情報を掲載しています。
　https://www.town.iide.yamagata.jp/
　005/gbg_bg.html
◆問合せ先／住民課生活環境室☎87-0514

大型ごみを回収します住民課生活環境室から住民課生活環境室から
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日 月 火 水 木 金 土

:

５ ６

７ ８ ９ 10 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

納　税（７月）
固定資産税・国保税
• 納期限／７月31日㈬
• 問合せ先
　役場税務会計課税務室
　☎87-0512、87-0513

行 事 予 定

【あ～す】町民総合センター「あ～す」　【健セ】健康福祉センター　【中部】中部地区公民館　【白椿】白椿地区公民館
【東部】東部地区公民館　【西部】西部地区公民館　【ゆり園】いいでどんでん平ゆり園　【みらい館】こどもみらい館
【物産館】めざみの里観光物産館　【スポセン】町民スポーツセンター　【わくわく】飯豊わくわくこども園幼児部
【自然の家】飯豊少年自然の家　【社協】飯豊町社会福祉協議会　★無料法律相談予約先／役場住民課生活環境室☎87-0514

※日程は発行時のものです。変更の可能性があります

3 ４

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】

夏休みオープン
ルーム9:00 ～
【中部】
今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】

人権たなばた
9:45 ～
【わくわく】
キララ☆ピラティ
ス教室
10:30 ～【東部】

キララ☆ピラティス
教室10:30～【東部】
行政相談13:00～
【あ～す】
4カ月・９カ月健
診13:00～【健セ】
心配ごと相談所
13:00～【社協】

令和６年度永年勤
続優良社員表彰
式・町内新規就職
者激励会
11:00 ～
【物産館】

幼児歯科健診
13:00 ～【健セ】

ゆり写生大会
8:30～【ゆり園】
いいで黒べこ祭り
11:00～【ゆり園】
めざみの里カンター
ト14:30～【あ～す】
飯豊山山開き15:30
～【大日杉小屋】

今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】
ままと赤ちゃんの
サロン10:00 ～
【みらい館】

地域学校協働活動
グラウンドゴルフ
14:45 ～【白椿】
飯豊町義務教育学
校開校準備委員会
18:30～【あ～す】

きれいな川で住みよい
ふるさと運動5:30 ～
笹巻きde交流会
9:30 ～【白椿】
いつもの自分を出すた
めのセミナー
13:00 ～【中部】

キララ☆スポーツ
の日19:00 ～
【スポセン】

わくわく３KEN
広場14:30 ～
【西部】

３歳児健診
13:00 ～【健セ】

もの忘れ相談会
14:00 ～【健セ】

キララ☆書道教室
9:00 ～【中部】
東部地区子ども会
少年キャンプ教室
13:00～【自然の家】
キララ☆スポーツの日
19:00 ～【スポセン】

海の幸をはぐくむ
山に緑をprojectm
inm 飯 豊9:00 ～
【源流の森～中津
川地区公民館】

いつもの自分を出
すためのセミナー
12:30 ～【中部】

２
今日も元気に百歳
体操10:00 ～
【白椿】
無 料 法 律 相 談
13:00 ～
【あ～す】

11
ヒップホップ教室
19:00 ～【中部】

総合健診（萩生）
7:30 ～【中部】
夏の安全県民運動
出発式9:30 ～
【物産館】

夏休みオープン
ルーム9:00 ～
【中部】

総合健診（萩生）
7:30 ～【中部】
今日も元気に百歳体
操10:00 ～【白椿】
ままと赤ちゃんの
サロン10:00 ～
【みらい館】

１

東部地区子ども会
少年キャンプ教室
6:00 ～
【自然の家】
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飯豊町役場
　TEL　0238―72―2111
　FAX　　　　72―3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

町ＨＰ

Information お知らせ

申 問申し込み 問い合わせ

　色鮮やかな「どんでん平ゆり園」
を鮮やかな発色の色鉛筆で色紙にス
ケッチします。色紙は期間中、園内
に展示します。
♦日時／６月30日㈰10:00～12:00
♦集合場所
　いいでどんでん平ゆり園入口
♦参加資格
　当日会場でスケッチできる人
♦定員／20名（定員超過時は抽選）
♦申込期間／６月６日㈭～18日㈫
♦方法
　はがき：郵便番号・住所・電話番号・m
　氏名・生年月日を記入し、下記ま
　で送付
　メール：下記申込フォームより
♦�入園料／町内の方は無
料券をご使用ください。
お持ちでない方、町外の
方は入園料をいただきます
♦その他／使用した色鉛筆はお持ち
　　　　　帰りできます
　　　〒999-0696　飯豊町大字椿
　　　2888番地　役場商工観光課
　　　産業連携室☎87-0569

　地域の共有財産である河川や道路
を、美しく快適な環境にしましょう。
◆日時／７月７日㈰m5:30～7:00
◆�作業箇所・内容
　各衛生組合長の指示に従って作業
　してください。
　　役場地域整備課建設室
　　☎87-0516

　大学などを卒業後に飯豊町に住み
ながら県内で働く予定の方・県外か
ら飯豊町に移住して働く方を対象に、
返還する奨学金の一部を
県と町が助成する制度です。
◆申込期限
　やまがた若者定着枠：6月28日㈮
　Uターン推進枠：８月30日㈮
　　　役場企画課総合政策室☎87-0521

　コミュニケーション能力を向上さ
せたい方向けのセミナーです。
♦日時／７月７日㈰m13:00～16:00
　　　　７月20日㈯m12:30～16:00
♦会場／中部地区公民館
・問申 　役場企画課総合政
　　　策室☎87-0521

　もの忘れや、認知症（若年性認知
症を含む）のことで悩んでいません
か。「町初期集中支援チーム」の認
知症専門医師と精神保健福祉士が話
を伺います。
※相談は無料、予約制です
♦実施日／７月25日㈭、10月24日
　㈭、２月27日㈭
♦申込／実施月の１日まで下記連絡
　先へご連絡ください
♦相談時間／14:00～15:00
　　　　　　（一人30分程度）
♦実施場所／健康福祉センター
　　　町健康福祉課福祉室☎86-2233・問申

　

　令和4年８月豪雨で被災し一部運
休が続くJR米坂線の早期復旧をすす
めるため、企業や団体、町民の皆さ
んと一緒に活動することを目的とし、
標記の会を設立しました。取り組み
に賛同いただける会員を募集します。
♦会費／団体会員一口1,000円
　　　　個人会員一口500円　
♦申込方法／下記まで電話で申し込み
♦�その他／電話受付後、申込書など
を送付します

　　　飯豊町議会内事務局☎87–0527

　地域の任意団体が管理運営する観
光施設の修繕や誘客促進などにつな
がる取り組みの一部経費を町が予算
の範囲内で支援します。
◆�対象事業／休憩ベンチ、案内看板
などの修繕や新設（町の施設は対
象外）、イベント実施
◆補助金額／１団体上限15万円
※m予算額を超える申請があった場合
は、申請団体の事業費額を基に審
査・案分により交付

◆�申請方法／町ホームページや役場に
て申請書を入手し、期限までに提出
◆申請期限／６月28日㈮
　　　役場商工観光課観光交流室
　　　☎87-0523
・問申

町からの
▼ ご案内
▼彩り色鮮やか

ゆり園スケッチ

JR米坂線復旧をすすめる
飯豊の会会員募集

地域団体が管理する
観光施設への各種支援

奨学金返還支援事業

・問申

"いつもの自分"を出す
ためのセミナー

・問申

きれいな川で住みよい
ふるさと運動

・問申

問　

もの忘れ相談会

「 あ ～ す 」 ☎ 72–3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72–3353 東 部 地 区 公 民 館 ☎ 74–2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86–2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74–2011 西 部 地 区 公 民 館 ☎ 75–2111
介 護 老 人 保 健 施 設 ☎ 86–2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72–3086 中 津 川 地 区 公 民 館 ☎ 77–2020
国民健康保険診療所 ☎ 72–2300 中 部 地 区 公 民 館 ☎ 72–2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72–2245
付 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77–2330 白 椿 地 区 公 民 館 ☎ 72–2242
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Informationお知らせ

　　②m平成14年4月２日以降に生まれ
た方で、大学（短期大学を除く）
を卒業した方または令和７年３
月31日までに卒業見込みの方

♦受付期限／７月10日㈬必着
♦試験日時／７月21日㈰
♦募集業種／行政職（上級）
♦採用予定人数／若干名
♦試験会場／公立置賜総合病院
♦�受験案内の配布／公立置賜総合病院
総務課やホームページからも印刷可
　　　公立置賜総合病院総務課職員
　　　係☎0238-46-5000

◆受験資格
　 平成元年4月２日から平成19年
4月１日までに生まれた方で、次
のいずれにも該当しない方

①m学校教育法による大学（短期大学を
除く）を卒業した方または令和７年
３月31日までに卒業見込みの方
②m人事委員会が、①に掲げる方と同
等の資格があると認める方

♦受付期間／７月12日㈮～８月26日㈪
♦試験日／９月22日㈰
※m上記内容は変更されることがあり
ます。山形県職員採用案内ホーム
ページでご確認ください
　　長井警察署☎84-0110

♦日時／７月６日㈯
　８:30～12:00（受付10時まで）
◆会場／いいでどんでん平ゆり園内
◆受付場所／ゆり園ゲート前
◆�参加料／中学生まで無料、一般の
方（付き添い含む）は入場料350
円が必要（無料券使用可能）
◆�申込方法／公民館で配布する申込
用紙または電話で申し込み
◆申込期限／６月28日㈮
　　　中部地区公民館☎72-2126

　障がいや認知症により判断が難し
い方の契約行為や財産管理について
置賜成年後見センターによる相談会
を行います。
※相談は無料、予約制です
♦実施日／８月23日㈮
♦申込期限／８月１日㈭
♦相談時間／10:00～12:00
♦実施場所／健康福祉センター
　　　町健康福祉課福祉室☎86-2233

◆日時
　７月６日㈯m15:30～受付
　　　　　m　16:00～山開き式典
　７月７日㈰m登山（コース別）
　・Aコース（御坪）・Bコース（地蔵岳）
◆式典会場／大日杉登山小屋
◆�申込方法／やまがたアルカディア
観光局または電話にて申し込み
◆申込締切／６月21日㈮
　　　役場商工観光課観
　　　光交流室☎87-0523

♦日時／６月28日㈮14:00～
♦実施場所／中部地区公民館
♦�内容／「出前講座　飯豊で米沢の観
光めぐり」講師／よねざわおしょう
しな　ガイドの会　小関一美さん
　　町社会教育課生涯学習振興室
　　☎72-3111

　来年度から令和10年度まで、全
国の中学校で使用する予定の教科書
を展示します。
◆日時／６月14日㈮～26日㈬
♦会場／町民総合センター「あ～す」
♦時間／9:00～17:00（土日月を除く）
　　町教育総務課教育振興室　　　 
　　☎87-0519

①アスパラガス産地拡大推進事業
　mアスパラガスを販売目的で生産す
る場合の苗・種子、資材、肥料の
購入、堆肥散布および排水対策な
どに要する一部経費を助成します。
②果樹生産振興事業
　m果樹を販売目的で生産する場合の
苗木、資材の購入に要する一部経
費を助成します。
③奨励作物土づくり推進事業
　m町推奨作物を販売目的で生産する
場合、町有機肥料センターで生産
される有機肥料散布に要する一部
経費を助成します。

♦�申請方法／交付申請書の提出が必要
なため、事前に相談してください
♦m期限／6月28日㈮まで提出のあっ
た交付申請書で予算配分します。
残額に応じて７月１日㈪以降に随
時交付申請書を受け付けます
　　　役場農林振興課農業振興室
　　　☎87-0525

　農業者が農作物を加工・販売するこ
とや商工業者や観光、サービス業者と
連携した取り組みに対して助成します。
♦�申請方法／交付申請書の提出が必要
なため、事前に相談してください
♦�期限／６月28日㈮まで提出の
あった交付申請書で予算配分しま
す。残額に応じて７月１日㈪以降
に随時交付申請書を受け付けます

　　　役場農林振興課農業振興室
　　　☎87-0525

◆受験資格／次のいずれかを満たす方
　①m平成７年4月２日から平成14
年4月１日までに生まれた方

公立置賜総合病院
職員採用試験

山形県警察官募集
（警察官B区分）

飯豊史話会総会
記念講演会

ゆり写生大会
参加者募集！

募 集▼

▼お知らせ

成年後見制度の相談会

飯豊連峰山形県側
２町合同山開き

・問申

町園芸作物産地化推進
支援事業費補助金

問　

・問申

・問申

教科書展示会

問　

・問申

町６次産業化推進支援
事業費補助金

・問申

・問申

問　
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Information お知らせ

【４月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,301 （-1）転入 22

人　
口

男 3,132（-10）転出 32
女 3,187（-10）出生 1
計 6,319（-20）死亡 11

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際に申し出てください

（４・５月届け出分）

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢

小白川 中 郷 山 口 花 枝 さん 93
萩 生 町 西 木 村 和 子 さん 84
小白川 十文字 安 部 志 け さん 100
萩 生 萩生町 西 山 芳 子 さん 97
小白川 十文字 渡部あや子 さん 95
添 川 上 代 須 貝 優 子 さん 64

中 新 田 伊 藤 か ね さん 91
川内戸 大友善次郎 さん 99
萩 生 石 原 梅 津 昭 夫 さん 87
添 川 ひめさゆり荘 小 田 な つ さん 98

　
入
庁
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

２
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
桜
咲
く
中

毎
日
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
通
勤
し
た

４
月
。
最
近
は
田
園
風
景
を
眺
め
、

自
然
を
感
じ
な
が
ら
通
勤
し
て
い
ま

す
。
一
日
の
終
わ
り
は
、
こ
の
時
期

限
定
の
カ
エ
ル
の
大
合
唱
を
聴
き
な

が
ら
眠
り
に
つ
き
、
明
日
も
頑
張
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
あ
や
か
）　

♦対象／地域の皆さんが参加する集会
♦所要時間／45分～１時間30分
♦�方法／一覧表を確認し、希望する
講座を選んで希望日の３週間前ま
でに申込書を提出
　　　置賜総合支庁各課
　　　または総務課
　　　☎0238-26-6000

♦募集期間／７月８日㈪～12日㈮
♦受付時間／9:00～16:30
※随時募集している住宅もあります
♦募集団地／県営飯豊アパート
♦入居時期／10月上旬
　　　m山形県すまい・まちづくり公

社置賜地域管理事務所
　　　☎0238-24-2332

♦試験日／10月13日㈰10:00～
♦�対象／保健、医療、福祉の分野で
５年以上かつ900日以上の実務経
験がある方
♦申込期限／６月28日㈮
※m申込方法の詳細は県福祉人材セン
ターホームページをご覧ください
　　m県社会福祉協議会人材研修部人
材係☎023-622-2776　

　公証人および法務局職員による講
演会と、司法書士による相談会です。
♦期日／６月30日㈰
♦時間／講演会:10:00～12:00
　　　　相談会:10:00～16:00
♦参加費／無料
♦会場／山形地方法務局米沢支局
　（米沢市金池７丁目4番33号）
♦申込開始／６月17日㈪
※どちらも事前予約が必要です
　　　山形地方法務局米沢支局
　　　☎0238-22-2148
　　　（音声ガイダンス３番）

♦日時（いずれかの受講も可）
　①基礎講座／６月22日㈯
　　９:15～16:00
　②専門講座Ⅰ／６月29日㈯
　　９:15～16:00
　③専門講座Ⅱ／７月６日㈯
　　９:15～12:30
♦場所／山形県源流の森センター
♦対象／県内の高校生以上（無料）
♦定員／各講座15名程度（先着順）
　　置賜総合支庁森林整備課森づく
　　り推進室☎0238-35-9053

♦期日
　①狩猟免許試験／８月24日㈯
　②狩猟免許講習会／７月６日㈯
♦場所／①置賜総合支庁（本庁舎）
　　　　②赤湯公民館（えくぼプラザ）
♦受付期間
　①７月８日㈪～22日㈪
　②６月26日㈬まで
　　　山形県みどり自然課
　　　☎023-630-3404

♦日時
　①７月３日㈬９:50～11:30
　②７月4日㈭10:00～11:30
♦�対象／①興味のある保護者、学校
関係者、②福祉関係者
♦申込期限／６月27日㈭
※学校ホームページ参照
　　県立米沢養護学校長井校
　　☎88-5277

　くらしや健康・環境問題など、身
近な話題から県が重点的に取り組ん
でいる各種施策まで、職員が直接皆
さんの集会や学習会に伺い説明しま
す。

県営住宅入居者
一般公募

県介護支援専門員
実務研修受講試験

７月４日㈭７月４日㈭
次回発行日

源流の森案内人の
養成講座受講者募集

狩猟免許試験
狩猟免許講習会

県立米沢養護学校長井校
学校見学会

問　

置賜総合支庁職員
出前講座

・問申

・問申

問　

相続と遺言に関する
講演会・相談会

問　

・問申

・問申

お誕生おめでとうございます
住�所 氏　　名 ご両親

手ノ子 髙 橋 奏
か な と

翔 く ん（ 卓
波 瑠 香



―�

は
じ
め
に
、
ご
自
身
に
つ
い
て
紹

介
し
て
く
だ
さ
い

　
養
護
学
校
の
教
師
と
し
て
10
年
、

公
民
館
の
地
域
活
動
推
進
員
と
し
て

２
年
働
き
、
現
在
は
起
業
に
向
け
て

準
備
を
し
つ
つ
、
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
仕
事
を

し
な
が
ら
勉
強
す
る
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
地
域
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
む
両
親
の
も
と
で
育
っ
た
た

め
、
私
も
中
学
生
の
頃
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｏ

Ｗ
え
っ
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ス

タ
ッ
フ
な
ど
地
域
活
動
に
参
加
し
た

り
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
活
動
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
家
で
は
両
親

と
３
人
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
中
津

川
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
語
り
合
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
笑
）

―�
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

　
旧
中
津
川
小
中
学
校
利
活
用
特
別

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、「
水

没
林
マ
ル
シ
ェ
」
や
「
Ｔ
Ｈ
Ｅm

Ｍ

Ａ
Ｚ
Ｅ
～
除
雪
機
で
つ
く
っ
た
雪
の

迷
路
～
」「
図
工
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
を
企
画
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ

イ
ト
）
を
中
心
に
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
３
年
間
で
約
１
５
０
０
人
の
方
が

旧
校
舎
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
校
舎
内

の
清
掃
活
動
に
は
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
以
外
に
町
内
外
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
来
て
く
れ
る
仲
間
も
で
き

ま
し
た
。
閉
校
し
て
か
ら
物
置
倉
庫

と
な
っ
て
い
た
校
舎
が
、
10
年
た
っ

た
今
、
少
し
ず
つ
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
く
場
所
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
え
っ
ぐ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員
長
と
し
て
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
開
催
に

向
け
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

地
区
外
や
関
東
方
面
の
メ
ン
バ
ー
に

も
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
、
面
白
い
企
画
が
で
き
そ
う

で
す
。

―
７
月
号
に
続
く

　
７
月
号
で
は
、
地
域
で
の
や
り
が

い
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
！

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

地域おこし協力隊が行く‼地域おこし協力隊が行く‼
後藤武蔵 小野優太朗

私と私とSS
エス ディー ジー ズ

DGsDGs ～持続可能な私の取り組み～～持続可能な私の取り組み～

SDGs一口メモ！SDGs一口メモ！ SDGs用語解説 （第9回）

　「ディーセント・ワーク」は、国際労働機関（ILO）が提唱した概念です。
「人間らしい働き方」を大切にした考え方で、「人間らしい仕事」がで
きない人々をなくし、働くことで自分や家族の幸せにつなげていく、以
下の4つの考え方です。
１�.基本的な労働権利の尊重／表現の自由、結社・団結の自由、差別禁止、
強制労働の禁止など、基本的な労働権利を保障すること
２�.働く人々への社会的保護／働く人々とその家族に対して、健康、安
全、所得の保障を含む社会的なサポートを提供すること
3.�労働市場と労働関係の向上／労働市場が効率的で公正であり、労働
者と雇用主の間の関係が対等であることを促進すること

４.�社会的対話の推進／政府、雇用主、労働者、その他の社会的パートナー
との対話を通じて、労働に関する政策やプラクティスの合意形成を
進めること

ディーセント・ワーク（Decent�Work）

SDGsへの貢献

　鈴木友美さんは、「SNOWえっぐフェスティバル」や「水没林マ
ルシェ」など、町の魅力を発信する活動を行っています。この活動
は主にSDGsのGoal17（パートナーシップで目標を達成しよう）
に貢献しています。

鈴木友美さん

「THE�MAZE～除雪機で
つくった雪の迷路～」の様子

水没林マルシェの様子


